
河川情報及び避難に関する現状と課題

資料－４



リアルタイム情報 平常時の事前情報

適切かつ迅速な避難

訓練 教育・啓発

●インターネット（PC）
○兵庫県「水守」HP
○姫路河川国道事務所HP
○川の防災情報

●インターネット（携帯）
○兵庫県ﾌｪﾆｯｸｽｼｽﾃﾑ携帯版
○兵庫県HP「水守」携帯版

○姫路河川国道事務所
「話そうはりまﾓﾊﾞｲﾙ」

○川の防災情報

●携帯メール配信
○兵庫県
○姫路河川国道事務所

「水位情報配信サービス」

●サイレン

●防災無線

●浸水想定区域図
○佐用川、揖保川

●浸水実績図
○佐用川

●洪水ハザードマップ
○宍粟市、佐用町

●ＣＧハザードマップ
○佐用川

●重要水防区域図
○佐用川、揖保川

リアルタイム情報と事前情報の組み合わせ

リアルタイム情報事前情報



■河川情報等収集・提供

リアルタイム情報の現状整理

事前情報の現状整理



河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）

［リアルタイム情報の現状整理］

【河川管理者の課題】
各河川管理者が各々情報発信しているが、そのデ
ータがどう活用されているか検証することが必要

１．インターネット（ＰＣ）

情報配信河川
レーダ雨

量
雨量 水位 河川カメラ 水防警報 洪水予報

水位周知
情報

土砂災害
警戒情報

気象警報 その他

兵庫県ＨＰ「水守」 千種川（上流域） － ○ ○ ○ － － － － － 過去の増水記録

姫路河川国道事務所ＨＰ 加古川、揖保川 － ○ ○ ○ － － － － －
浸水想定区域図
過去の災害履歴

川の防災情報 全国情報 ○ ○ ○ －
○

（直轄河川の

み）

○
（直轄河川の

み）

○
（直轄河川の

み）

－ － 水質、ダム諸量

２．インターネット（携帯）

情報配信河川
レーダ雨

量
雨量 水位 河川カメラ 水防警報 洪水予報

水位周知
情報

土砂災害
危険情報

気象警報 その他

兵庫県ﾌｪﾆｯｸｽｼｽﾃﾑ携帯版 兵庫県管理河川 ○ ○ ○ － － － － － ○

兵庫県ＨＰ「水守」携帯版 千種川（上流域） － － － ○ － － － － －

姫路河川国道事務所 加古川、揖保川 － ○ ○ － － － － － － 道路交通情報等

川の防災情報（全国版） 全国情報 ○ ○ ○ －
○

（直轄河川の

み）

○
（直轄河川の

み）

○
（直轄河川の

み）

－ － 水質、ダム諸量

３．携帯メール配信
情報配信河川 水位 雨量 気象警報 その他

兵庫県 － － － ○（県内） －

姫路河川国道事務所 加古川、揖保川 ○ － － －

川の防災情報 － － － － －



◆提供内容◆
各観測所の雨量、水位情報、
河川カメラ映像、過去の増水
記録

兵庫県ＨＰ「水守（みずもり）」を試行

兵庫県では、千種川上流の佐
用町域において、千種川流域
水位ライブモニタリングシステ
ム「水守（みずもり）」を試行し
ており、インターネットでの河川
情報の提供、携帯電話への情
報配信システムの有効性の検
証を行っています。

【特徴】
トップページの地図のアイコンよりすぐに情報が入手出来るため、その地区の住民に
とっては欲しい情報がすぐ入手できる。

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



姫路河川国道事務所ＨＰ

トップページの
河川カメラ映像

水位と映像を組み
合わせているため
水位の状況が認識

しやすい

【特徴】
○トップページの河川カメラ映像で増水の状況が素早く認識できるため、住民も危険度を認識しやすい。
○水位情報と河川カメラ映像を組み合わせて表示してあり、水位の状況が認識しやすい。

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



洪水予報・水位周知
河川情報は直轄河川

しか表示できない

川の防災情報

【特徴】
○トップページのレーダ雨量により降雨の状況が広範囲で把握できるため、早い段階での情報

把握に有効

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



兵庫県フェニックス防災システム携帯版

【特徴】
○兵庫県内に限定した水位・雨量情報を提供しており、確認したい水位・雨量観測点まで容
易に辿り着くことができる。外出時にでも容易に情報を入手できる

トップ画面 降雨レーダー 河川水位 雨量

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



姫路河川国道事務所 携帯メールへの「水位情報配信サービス」

【特徴】
○ユーザが情報の欲しい観測所が選べ、情報が携帯メールに配信されることから洪水対応が速やかに
とることが出来る。屋外に長時間滞在する人に対して有効。

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



（佐用川）
円光寺水位観測所

（千種川）
久崎水位観測所

基準水位
を超過

河川管理者（兵庫県）

千
種

川
佐
用
川

久崎地区

▲ ▲円光寺水位観測所 久崎水位観測所

（テレメータ等に
よる水位情報
の入手）

【通常時からの情報提供】
水位観測所の基準水位を
換算し橋脚に明示

○兵庫県では平成１６年災害で甚大な被害を受けた箇所で、河川改修
に相当の時間がかかり、再度災害の恐れがある箇所でサイレンによ
る水位情報を提供している。

○千種川水系では上郡町と佐用町の２箇所に設置。佐用町内は久崎
地区に設置している。

○サイレンによる水位周知（兵庫県）

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）

一般住民への周知
（サイレン吹鳴）



○防災無線による情報周知（佐用町）

防災無線による情報伝達

【平常時】
○町のお知らせ放送

【災害時】
○被害情報
○危険情報
○避難勧告等の災害情報

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）

配備状況 全戸配備



河川情報等収集・提供（事前情報）

［事前情報の現状整理］

提供方法 情報提供河川 提供先 提供者
浸水範

囲
避難場

所
水位観
測所

雨量観
測所

災害時
ヘリ

ポート

崖崩れ
危険箇

所

地滑り
危険箇

所

土石流
危険渓

流

崩壊土
砂流出
危険渓

流

災害時
要援護
者施設

重要水
防箇所

浸水想定区域図
姫路河川国道事務所ＨＰ
兵庫県ＨＰ

姫路河川国道事務所：
揖保川、加古川
兵庫県：県管理河川

住民 河川管理者 ○ － － － － － － － － － －

浸水実績図 兵庫県ＨＰ 県管理河川 住民 河川管理者 ○ ○ ○ ○ － － － － － － －

ハザードマップ 紙、市町ＨＰ
宍粟市：揖保川
佐用町：佐用川

紙：全戸
配布（転入
者には未配

布）

宍粟市
佐用町

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

CGハザードマップ 兵庫県ＨＰ 県管理河川 住民 河川管理者 ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ ○ - －

重要水防区域図
姫路河川国道事務所ＨＰ
兵庫県ＨＰ

姫路河川国道事務所：
揖保川、加古川
兵庫県：県管理河川

住民 河川管理者 - - - - - - - - - - ○

※姫路河川国道事務所では、開発許可申請等に際し、浸水想定区域を周知徹底してもらうよう、

  市町の関係部局に要請している。



【内容】計画の基本となる降雨を対象として、河川の整備状況に照らして浸水が想定される区域を浸水深毎に色分
けして示している。

◆浸水想定区域図◆

（佐用川の事例）

◆浸水想定区域図◆

（揖保川の事例）

はん濫原の自治体において、適切な避難場所の設定等を行い、適切かつ迅速な避難のための措置
を講じ、一層効果的な住民の避難の確保を図ることを目的に河川管理者が作成するものであり、洪
水ハザードマップの基となる。

河川情報等収集・提供（事前情報）



◆洪水ハザードマップ（宍粟市の事例）◆ 全域版縮尺：1/50,000
地区版縮尺：1/10,000～15,000

全域版 地区版

この縮尺では微地形が
把握できない

河川情報等収集・提供（事前情報）



◆洪水ハザードマップ（佐用町の事例）◆

1/17,000

全域版縮尺：1/40,000
地区版縮尺：1/17,000

全域版 地区版

この縮尺では微地形が
把握できない

河川情報等収集・提供（事前情報）



雨量100mm

降雨量毎の浸水状況を見ることが出来ます

雨量150mm

その他、雨量、水位、浸水イメージCG、3次元イメージ
CG等を見ることが出来ます

◆ＣＧハザードマップ（兵庫県の事例）◆

雨量200mm

【目的】
県民の防災意識の向上
を図り、災害時に県民が
的確に行動できるよう、
インターネット公開の利
点を生かし、水位・雨量
のリアルタイム情報や視
覚的に危険度を確認で
きる浸水イメージＣＧ等と
連携して防災情報マップ
を提供している。

河川情報等収集・提供（事前情報）



【具体的な内容】
法崩れや漏水・洗掘など災害の実績や
堤防高・断面、工作物の有無など堤防の
強度等を勘案のうえ重要度を「水防上最
も重要な区間」、「水防上重要な区間」に
ランク分けを行ったものを図示している。

【目的】
洪水時等に際して、水防上特に注意を要
する箇所を提供することにより、迅速、か
つ、的確な水防活動が実施出来る。

◆重要水防箇所図（揖保川（上流部）の事例）◆

河川情報等収集・提供（事前情報）



◆重要水防箇所図（佐用川の事例）◆

【具体的な内容】
堤防の高さが低い箇所や河川の幅
が小さい箇所、過去の洪水で堤防
が崩れた箇所など重要度に応じて
「水防上もっとも重要な箇所」、「次
に重要な箇所」に区分しています。

【目的】
洪水時等に際して、水防上特に注
意を要する箇所を提供することによ
り、迅速、かつ、的確な水防活動が
実施出来る。

河川情報等収集・提供（事前情報）



■河川情報等収集・提供

リアルタイム情報

課題及び対応方針（案）



【課題】 観測体制

《第1回検討会より》

・中小河川に水位計、雨量計が未設置だったため、水文情報が把握できなかった
・水位観測所が被災し、データの欠側が生じた
・防災拠点が浸水し、情報の把握に支障があった
・急激な水位情報を予測、把握することが難しい
・災害時の被害情報を行政側のみで全てを把握することは難しい

【対策方針（案）】

【論点】 迅速かつ確実に情報把握が出来る取り組み
・観測施設の被災等を考慮した観測体制の強化
・他の方法による情報把握

【参考事例】
●浸水モニターの整備
●住民・民間企業との連携（コンビニ、タクシー）
●市町村単位の気象警報等発令区域の細分化(気象台)
●観測機器の二重化

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



○浸水モニター（猪名川河川事務所）

浸水モニター制度

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



○水防団、防災EXP、特別巡視、樋門・排水ポンプ操作人、河川愛護モニター等
からの浸水情報の把握の事例（四国地方整備局）

洪水時に水防団、防災EXP、特別巡視、樋門・排水ポンプ操作人、河川愛護モニター
から浸水情報等を提供してもらう

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



斐伊川・神戸川
流域において洪
水時の情報をい
ち早く収集するた
めに、地域のコン
ビニエンスストア
やタクシー組合に
協力を依頼し、情
報収集体制を強
化

○住民・民間企業（コンビニ・タクシー）と連携した
情報収集の事例 （出雲河川事務所）

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



○被災状況の報告
○ボランティアセンター、

避難所、道路の不通
箇所などの案内

○古タオルを送ろうの呼びかけ
（４日間で２万枚超）

○ボランティアバスの案内、募集
○ボランティアから現場の様子、不足物資

などを報告

まわりの人たちが動き
出す。

８月11日（火）
以降

○福知地区が孤立（午前）
※現地から集落全体の安否報告
→電話、携帯が不通であったが、光回線

で地域ＳＮＳを活用することができた

○豪雨災害情報コミュニティ立ち上げ

○被害状況の動画報告
※CATV放送不可、

役場のＨＰ更新不可

○緊急防災・災害関係情報コミュニティに
西播磨豪雨関係のトピックス

○兵庫県のお知らせから公式情報を発表
知事会見、交通、ライフライン、被害状況など

マスコミ報道では、伝
わらない現地の様子を
伝える。

８月10日（月）

○揖保川上流部で１ｍ増水、土砂
災害警戒の情報提供（20:10）

○揖保川が溢水と写真付きで
書き込み（深夜）

○水位データの情報アップ
○役場が浸水。電気、水道、ＣＡＴＶ

などが不通との書き込み（深夜）

○ブログ等からのレポートはじまる
・停電、防災無線不通、交通情報など
※町内に避難指示（20:30）→防災無線で連絡

・21時すぎからブログ等に書き込み

ブログ、コトログ等によ
る被災状況のリアルタ
イムレポート

８月９日(日)

しそうＳＮＳ・Ｅ-宍粟さよっち（佐用町）ひょこむ取り組み

○被災状況の報告
○ボランティアセンター、

避難所、道路の不通
箇所などの案内

○古タオルを送ろうの呼びかけ
（４日間で２万枚超）

○ボランティアバスの案内、募集
○ボランティアから現場の様子、不足物資

などを報告

まわりの人たちが動き
出す。

８月11日（火）
以降

○福知地区が孤立（午前）
※現地から集落全体の安否報告
→電話、携帯が不通であったが、光回線

で地域ＳＮＳを活用することができた

○豪雨災害情報コミュニティ立ち上げ

○被害状況の動画報告
※CATV放送不可、

役場のＨＰ更新不可

○緊急防災・災害関係情報コミュニティに
西播磨豪雨関係のトピックス

○兵庫県のお知らせから公式情報を発表
知事会見、交通、ライフライン、被害状況など

マスコミ報道では、伝
わらない現地の様子を
伝える。

８月10日（月）

○揖保川上流部で１ｍ増水、土砂
災害警戒の情報提供（20:10）

○揖保川が溢水と写真付きで
書き込み（深夜）

○水位データの情報アップ
○役場が浸水。電気、水道、ＣＡＴＶ

などが不通との書き込み（深夜）

○ブログ等からのレポートはじまる
・停電、防災無線不通、交通情報など
※町内に避難指示（20:30）→防災無線で連絡

・21時すぎからブログ等に書き込み

ブログ、コトログ等によ
る被災状況のリアルタ
イムレポート

８月９日(日)

しそうＳＮＳ・Ｅ-宍粟さよっち（佐用町）ひょこむ取り組み

■宍粟市中心部の写真報告（９日深夜）

■被災地に古タオルを送ろうプロジェクト

■動画による現地レポート（10日早朝・佐用町長谷）

台風９号災害への対応台風９号災害への対応 動画レポート

被害の状況
死者 20人
行方不明 ２人
床上浸水 1,102件
床下浸水 1,537件
（８月19日現在）

災害発生時に地域ＳＮＳが果たした役割

■佐用川水位データ
８月９～10日

リアルとバーチャル
のつながり

○全国の地域ＳＮＳが協力
○仕分け、配送のボランティア

によるリアルな活動につながる

■住民ディレクターによる
ボランティアレポート

通行止め

ボランティアセンター

■コミュニティマップによる情報提供

■マスコミでは報道されない
被災地の情報をレポート

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）

○SNS(ソーシャルネットワーキングサービス)を活用した情報収集（兵庫県）



１ 8区域の発表から41
市町ごとの発表とな
ります。

２ 市町を対象とした警
報・注意報の発表と
なり、利用者にとって
分かりやすくなります。

３ 市町長が行う避難勧
告等の防災対応をよ
り的確に支援するこ
とができます（警報
は避難準備情報の
参考情報、土砂災害
警戒情報等は避難
勧告の参考情報）

○市町村を対象とした気象警報等の実施（気象台）

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）

平成22年５月27日【予定】から



河川水位の観測は、流水に直接機器を投
入して観測することから、流下物の衝突や
土砂詰まりなどの影響で観測不能となる
場合がある。

平成２１年８月９日台風９号 円山川

京口水位観測所 流木衝突により送信機が破損

デジタルセンサー（主）

水位情報を確実に把握するために、観測機
器の二重化に取り組んでいる。

副水位計

主水位計

水圧式

デジタル式

送信機
副センサー

主センサー

副センサー

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



観測局の呼び出し

１
０
分
間
隔
で
デ

ー
タ
更
新

事務所
（河川情報システム：集中局）

ＴＭ中継局

雨量・水位等各観測局

地方整備局
（河川情報システム：中枢局）

全国中継（本省）

観測データの収集
（３～５分程度）
観測局数により変動

河川情報センターより一般公開（インターネット）

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）

テレメータ観測時間、配信時間及びデータの流れ

雨量、水位情報の観測時間の最短間隔は10分間



水位予測は1時間毎
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計画高水位（12.09m）
はん濫危険水位(11.2m)
避難判断水位(10.6m)
出動水位(7.3m)
はん濫注意水位(5.5m)
水防団待機水位(4.0m)

実績水位
予測システム
計画高水位（12.09m）
はん濫危険水位(11.2m)
避難判断水位(10.6m)
出動水位(7.3m)
はん濫注意水位(5.5m)
水防団待機水位(4.0m)

水位予測結果

水位観測所 雨量観測所

降雨予測

リアルタイム情報
（水位・雨量）

洪水予測の課題
・洪水予測の精度は十分ではなく、水位予測結果が
実際の水位と合わない場合がある。
・（水位・雨量）観測所のデータ配信から予測計算終了ま
で約１０分程度かかる。

予測データ

洪水予測システム
による計算

観測データ

予測計算（例）

予測計算（例）
計算

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



【課題】送り手側・受け手側
《第1回検討会より》

・河川情報の入手方法が住民に十分周知されておらず、送り手側（行政等）と受け取り側（住民）に河川
情報に対する意識に差がある
・高齢者、要援護者は扱えるツールが限られる
・道路通行車両が被災している
《宍粟市アンケート》 ・早期に河川・水路の水位、今後の降雨予測の情報がほしい。

・通行できない道路の情報が欲しい。
《佐用町アンケート》 ・停電でテレビやラジオが使えない。

・高齢者にとってはパソコンやメールは機器を持っていないので役に立たない

【対策方針（案）】

【参考事例】 ●光ファイバーを利用した情報配信（宍粟市整備予定）
●河川管理者による河川情報の周知
●地デジ放送等による情報提供
●道路管理者との連携した情報提供

【論点】 河川管理者が発信している河川情報の認知度を向上するための取り組み

受け手側も自ら情報を入手し、利用できる取り組み

災害要援護者も含めた、誰にでも容易に入手できる河川情報提供のあり方

・行政側から河川情報及びその入手方法・特徴等の周知、説明

・道路管理者との情報伝達、連携した情報提供

・停電も考慮した情報提供手法の複数活用

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



○宍粟市光ファイバー事例（音声告知放送『しーたん通信』）

市内のどこにお住まいの方にも、防災情報をはじめとする重要
なお知らせを均一かつ敏速に伝達する必要がある

市役所からの防災・行政情報は、光ファイバ網を経由し、各家
庭に無償で配布する「音声お知らせ装置」により情報を伝達

・光ケーブル：H20,21に全域に整備
・音声お知らせ装置：H22までに全戸設置

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



［事例］

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）

イベント等による河川情報の周知、啓発（兵庫県）

●小学生に配布したリーフレット



○地上デジタル放送を活用した河川情報の提供（京都府）
［事例］
河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



○地上デジタル放送を活用した避難情報の提供（京都府）

河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



河川情報等収集・提供（リアルタイム情報）



リアルタイム情報

●河川情報表示板

●水位情報表示板

○河川管理者による河川情報の周知（福知山河川国道事務所）

駅前や市役所等地域住民が多く集まる場所において、雨量や水位
などの河川情報を表示し、浸水時の迅速な避難等洪水被害の軽減
を図るために設置している。
また、平常時には自治体広報等暮らしに役立つ情報も提供している。

【 掲載情報例 】

地域住民や河川に隣接する道路や橋梁などの通行車両へ、
雨量や水位など河川状況を情報提供し、道路冠水による立ち
往生の防止等洪水被害の軽減を図るために設置している。



リアルタイム情報

○道路管理者との連携した情報提供
○道路に遮断機等の設置

●注意喚起看板の設置

出典：由良川流域懇談会

●道路遮断機の整備

出典：京都府提供



■河川情報等収集・提供

事前情報の

課題及び対応方針（案）



河川情報等収集・提供（事前情報）

【課題】ハザードマップの認知

《第1回検討会より》
・ハザードマップの認知が不十分
《宍粟市アンケート》
・「ハザードマップを配布されていることを知らなかった」、「持っていなかっ

た」割合が約9割。

【対策方針（案）】

【論点】
・ハザードマップ自体の認識を高めるための取り組み

【参考事例】
●広報誌、電話帳等での周知
●日常から使用（目につく）出来る機能を付加したＨＭの作成



河川情報等収集・提供（事前情報）

・駅に提示した事例（岐阜県岐阜市）

・電話帳に掲載した事例（岩手県水沢市）

・広報誌に掲載した事例（山梨県市川三郷町）

出典：洪水ハザードマップ作成の手引き



○「防災の日」イベントの活用

・防災の日における洪水ハザードマップの周知（山形県山形市）

出典：洪水ハザードマップ作成の手引き

河川情報等収集・提供（事前情報）



河川情報等収集・提供（事前情報）

【課題】ハザードマップの記載内容

【対策方針（案）】

【論点】
・浸水想定が難しい小河川、支川のあり方
・周辺地形の危険度が把握できるハザードマップのあり方

【参考事例】
●地域によるマイ防災マップ作成（佐賀県多久市六角川、愛媛県西条市）
●まるごとまちごとハザードマップ

《第1回検討会より》

・ハザードマップで浸水の想定していない地区で浸水被害が発生
・ハザードマップに水害時における周辺地形の危険性（微地形等）が反映しきれ
ていない



・揖保川では、台風9号の浸
水実績のエリアが、洪水ハ
ザードマップで示されている
浸水想定区域図内となって
いる。（直轄河川の場合）

○宍粟市（揖保川）

河川情報等収集・提供（事前情報）

浸水想定区域 と 浸水実績
との比較検証



佐用町（佐用川上流部）浸水想定区域 と 浸水実績 との比較検証

河川情報等収集・提供（事前情報）

佐用川
（佐用インター付近）

浸水想定の想定流量より
も実績流量がはるかに大
きかった少なかったため
と考えられる。

佐用川
（佐用駅南、智頭急行と
JR姫新線の分岐付近）

浸水想定区域図作成時
には、考慮していなかっ
た智頭急行の盛土で、浸
水実績区域が広がらな
かったと考えられる。

佐用川
（江川川合流付近）

浸水想定区域図作成時
には考慮していない江川
川からの氾濫により、浸
水実績区域が広くなって
いると考えられる。

志文川

浸水想定の想定流量より
も実績流量が少なかった
ため、氾濫しなかったと
考えられる。



河川情報等収集・提供（事前情報）

千種川
（久崎駅付近）

浸水想定は、築堤区間の
破堤を前提として想定し
ているため、浸水想定区
域の方が広くなっている
と考えられる。

佐用町（千種川、佐用川下流部）浸水想定区域 と 浸水実績 との比較検証

志文川

浸水想定の想定流量より
も実績流量が少なかった
ため、氾濫しなかったと
考えられる。

浸水想定と浸水実績の基本的な違い

対象降雨が異なる

設定方法が異なる（築堤破堤の考え方）

前提条件が異なる（浸水想定の地盤高設定） 683 69 343

兵庫県内
河川数

浸水想定
作成河川数

水位周知
河川数

（参考）　兵庫県の浸水想定区域図作成河川数



○佐用町（佐用川）

浸水想定区域
図が作成されて
いない河川で被
害が発生した

河川情報等収集・提供（事前情報）

○佐用町（千種川、佐用川）

浸水想定区域 と 浸水実績 との比較検証



河川情報等収集・提供（事前情報）

事例（まるごとまちごとハザードマップ：豊岡河川国道事務所）

まるまちの特徴



河川情報等収集・提供
◆洪水ハザードマップ（佐用町の事例）◆

・図面の拡大が可能なハザードマッ
プをＨＰで公開

表示したい箇所を
自由に、拡大



マイ防災マップ（佐賀県多久市の例）
※作成は地元主体となり自治体、河川管理者が支援

【特徴】
○ハザードマップに表現されていない微地形の表現や避難場所など地域の実態が明確化
○マイ防災マップは広く防災、防犯などに活用

地図を拡大



河川情報等収集・提供（事前情報）

作成は地元住民が主体となり河川管理者、自治体が支援



小中学生が中心となった防災タウンウォッチング

１．事前準備
○災害の種類、災害の恐ろしさ、地域の災害の歴史などを学習する

２．タウンウォッチングの実施
○グループ毎に地域の方と一緒に地区を歩き、自ら危険箇所を探したり、まちの
人に聞きながら地区の危険箇所、災害の時に役立つものなどを探す

３．地図づくり
○調べてきた危険箇所などを地図に落とし、説明を書き込む

４．グループ毎で成果を発表する
○発表に対し質問をしてもらう。また他のグループの発表には質問を行う。

自ら歩いて、まちの
危険箇所や防災設
備などを探すことで
、自分の防災意識
を確認し、対策は
何かを考える。

取り組み内容

学校が中心となって、地
域と共同し、防災タウン
ウォッチに取り組むこと
により、防災教育の向上
だけでなく、地域の連携
体制の構築を図る

目的

自分の防災対策
を考える

○防災意識の向上
○災害時の行動力
の向上

効果

河川情報等収集・提供（事前情報）



■適切かつ迅速な避難のあり方

適切かつ迅速な避難のあり方の

課題及び対応方針（案）



適切かつ迅速な避難のあり方

【課題】 避難行動
《第1回検討会より》

・避難途中に被害が発生
・浸水想定の範囲に避難場所を設定している
・夜間の避難時には道路や水路の違いが分からない箇所がある
・道路通行車両が被災
・高齢者に対する避難体制整備
《宍粟市アンケートより》
・もっと高い場所に避難所があれば安心である
・谷川や農業用水が氾濫し、歩いて避難するのは困難
・道と溝の境が分からず怖かった。ガードレールか反射板、街灯が必要

【対策方針（案）】

【論点】

避難場所、ルートの組立方
事前情報、リアルタイム情報の入手・活用の仕方

【参考事例】
●地域によるマイ防災マップ作成（佐賀県多久市六角川、愛媛県西条市）
●浸水危険度のレベル設定案

避難の実施等については、各市町の検証委員会にて実施



適切かつ迅速な避難のあり方

まち歩き（昼間の部）

まち歩き（夜間の部）

アイコンを持って現場撮影

作業マップ

まちを歩く



課題解決の方策を考える

避難の目安となる基準を決定（北方町久津具地区）

避難の目安となるポール（橘町片白地区）

避難の目安の標識イメージ図

一次避難

（避難の目安/地域の情報）

適切かつ迅速な避難のあり方



浸水時の危険度の比較（地下空間浸水時の避難）

実規模の階段模型

実験風景

実規模ドア模型

適切かつ迅速な避難のあり方

（出典）平成２０年度近畿河川技術研修

京都大学防災研究所 流域災害研究センター戸田 圭一



適切かつ迅速な避難のあり方

【課題】 避難勧告
《宍粟市アンケートより》
・避難周知連絡、避難時間を見込んで早期に避難勧告を連絡してほしい。
・避難情報が伝わったときには、既に床下浸水まで達していた。
・避難の情報を早く伝えてほしかった。浸水してからでは物（自動車）も運び出せない。

【対策方針（案）】

【論点】
避難勧告時のリスクの存在と対応方策

・避難勧告を行うにあたっての留意事項

・避難勧告に従って行動するにあたっての留意事項

【参考事例】
●きめ細やかな水位情報の提供
●危険箇所マップ、災害履歴マップの作成

避難の実施等については、各市町の検証委員会にて実施



揖保川（上流）のはん濫危険水位 （基準地点 山崎第二水位観測所）

「洪水により相当の家屋浸水等の被害を生ずるはん濫の恐れのある水位」であり、河川の各箇所毎に
設定。計画流量配分比により基準観測所へ換算した水位。

はん濫危険水位とは・・・

避難判断水位とは・・・・・ 「はん濫のおそれのある水位（はん濫危険水位）に達するおそれ（予測）をもって発表するはん濫警戒
情報（洪水警報）を発表する目安として設定する水位。（市町村長の避難勧告等の発令判断の目安と
なる水位。）避難勧告等の発令、情報伝達及び避難に要するリードタイムを考慮した上で設定。

基準観測所に設定されている「はん濫危険水位」より低い水位ではん濫の生じる場合もあるため、箇所（地
区）毎にきめ細やかな水位情報の伝達が必要である。

「はん濫危険水位」は、洪水予報の受け持ち区間内の各箇所毎に設定する「危険水位」を全域で総合的に
勘案し、代表する「危険水位」をその区間における「はん濫危険水位」として基準観測所地点に設定する。

山　崎　第　二　地　点
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２（注意）

３（警戒）
３（警戒）

４（危険）

１

水防団待機水位

氾濫注意水位

避難判断水位

レベル

５
氾濫が発生した

ことを示す



現在の危険箇所マップ 災害の履歴マップ

地域の変遷と現状を把握する

適切かつ迅速な避難のあり方



基調講演「私たちはどのようにして台風災害と闘ったか」
中貝 宗治（兵庫県豊岡市長）

■地域のつながりが命救う

平成16年の台風２３号では、豊岡市内を流れる円山川の水位がかつて経験した

ことのないスピードで上昇し、十月二十日午後十一時すぎに堤防が決壊、二日間に
わたって浸水した。
災害対策本部を設置して情報収集に当たっていた二十日午後から二十一日未明

にかけて、ほぼ全世帯に設置されている防災行政無線で何回か市民に避難の呼び
掛けをした。
しかし、避難勧告発令を決めてから、放送するまでに三十分もかかった。原稿作成

に時間がかかったこと、放送設備が本庁舎とは道路を挟んだ建物にあり、水害の中、
行くのに時間がかかったためだ。大きな反省点と考えている。
また、「避難勧告」と「避難指示」の意味を正確に広報していなかったため、勧告か

ら指示に変わったことを、事態が好転したと受け止めた市民も多かった。
深夜になって私自身の声で「行政も全力を尽くすので、市民の皆さんも頑張ってく

ださい」と放送した。「この放送を聞いて安心して寝られた」という老夫婦もいた。災害
時にトップが語りかけることは、市民が平静さを取り戻すために大切だと感じた。
一方、上流の旧出石町、旧但東町では川の水量などから、豊岡市より二時間以上

早く避難勧告を発令していた。上流・下流の自治体が情報を共有して対処すべき
だったということも教訓だ。

（防災・減災フォーラム2006ＨＰより）




